
☆天文の基礎知識 月の出る時刻が毎日大きく変わるわけ

太陽が朝に出る時刻は6月の夏至のころがたいへん早く、逆に12月の冬至のころが最も遅い

が、その差は約3時間くらいしかありません。

それに比べて、月が出る時刻は、朝であったり、昼であったり、真夜中であるなど大きく変わりま

す。それは右の図のように が地球の周りを約1か月

かかって1回回っている(公転という)からです。

月が地球を回ると同時に地球も太陽の周りを回ってい

ますが、その両方が回るようすを図に書くと複雑にな

るので、ここでは1日だけの動くようすを書きます。

例えば、ある日、Pl点の所にいる人が真南の方向に

いる月1を見たとします。それから1日(24時間)たっ

間に地球は太陽の周りを約10公 転(365日で3600だから)
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し、同時に地軸(北極と南極を通る地球の回転軸)の周りを1回自転してP2の位置に来ますが、その

時、真南の方向を見ても前の日見た月はそこにいません。そのあと51分くらいかけてQの所に来ないと月2が

真南に見えないのです。そればその1日の間に月が地球の周りを約13.20くらい移動(公転)したため、地球も

1回自転したほかに、さらに約51分かけて13.20くらい自転しなければ月2が真南に見えないからです。

上と同じようなことが、月が東から昇り出す場合にもおき、それが毎日くりかえされるので、月が出る

時刻は平均して1日に約51分、1週間には約6時間、半月の間には約12時間も変わります。

『土星のわっかがはっきり見えてすごかった!』

=野外親子科学教室=

10月1日(土)、六郷公民館で市教育委員会主

催の「野外親子科学教室」が行なわれ、小学4

̃6年生の親子16組が参加しました。この目は

天気がよく、まず南西の空にある三日月と半月
かんきつ か い し i乏うえんき ょう

の中間くらいの月から観察を開始。望遠鏡で見

えたたくさんの穴ぼこ(ルーター)にびっくりして

いました。次に、環がとてもきれいな土星、 4

っのかルオ衛星としまもようがある木星を観察。

また「星の動き」では、東西南北やま上の星

がどう動いていくのか時間をずらして観察し、

空全体の星が動いていくようすを実体験しても

らいました。星座めぐりと北極星の見つけ方の
せつめい 1二ん二 ㌦えいせ」1∴∴クーくくI)くどく 一)二 子∴き

説明中には、人工衛星や着陸前の飛行機がとつ

ぜん現れたほか、中には流れ星も見た子もい

たようでした。感想文にも「月がでこぼこして

いてすごかった。土星と木星がきれいだった。」

などとあり、おどろきと感動の観察会になりました。

月面ではS3年前のアポロ11号着陸地点も見えたよ

星の動き方や北極星の見つけ方もわかりました


